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……基本構想を具体化する

ための10か年計画  

 

江東区の行政評価システムについて 

H23.6 

１  長期計画と行政評価システム  

 

(1) 江東区の計画の体系 

基本構想で示された将来像「みんなでつくる伝統、未来 

水彩都市・江東」の実現を目指し、平成 22年 3月に新た

な長期計画が策定されました。 

 新しい長期計画では、「総合実施計画」は策定せず、今

まで「総合実施計画」で計画化していた事業は、「主要事

業」として、活動量や予算額を長期計画の中で表し、毎年 

 第1章 計画策定にあたっての考え方 

  Ⅰ 長期計画の概要 

Ⅱ 長期計画の前提 

  Ⅲ 長期計画の視点 

 第 2章 長期計画における重点プロジェクト 

 第 3章 長期計画における分野別計画 

 第 4章 長期計画における主要事業 

 

 

(3) 長期計画の期間 

長期計画の計画期間は、平成22年度から平成31年度までの10か年です。このうち、平成22年度か

ら平成26年度までを前期、平成27年度から平成31年度までを後期とし、施策実現に関する指標及び

主要事業については、前期の最終年度である平成26年度を目標年度としています。 

 

 

(4) 施策の構成 

この長期計画（分野別計画）では、次の構成により各施策の基本的な方向性と取り組み、将来目標

を明らかにしています。 

【現状と課題】 

   施策の進捗状況と今後解決すべき課題を示しています。 

【施策が目指す江東区の姿】 

   施策を総合的・計画的に展開することによって実現する10年後の江東区の姿を示しています。 

【施策実現に関する指標】 

施策の積極的な展開によって、どのような成果（メリット）が区民にもたらされたかを表す

指標（モノサシ）として設定するもので、その推移を明らかにすることによって、区民への説明

責任を果たすとともに、施策や具体的な事務事業の改善に活用していくものです。 

……毎年度の予算の 

編成と執行 

基本構想 

（平成21年3月策定）

長期計画 

（平成22年3月策定）

主要事業 

各事務事業 

（予算編成・執行）

……概ね20年後の区の 

将来像と施策の大綱 基本構想に示された概ね20年後の江東区の将来像「みん

なでつくる伝統、未来 水彩都市・江東」の実現を目指し、

右記のような計画の体系となっています。 

 

 

(2) 長期計画の構成 
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【施策を実現するための取り組み】 

施策を実現するための取り組みの柱を記載し、その目的と、区が区民や事業者とともに進め

るべき具体的な取り組みの方向性を示しています。 

【主要事業】 

長期計画の各施策の「施策が目指す江東区の姿」、「施策実現に関する指標」、「施策を実現す

るための取り組み」を実現・達成するために、特に重点的に取り組むべき事業を示しています。

なお、毎年度実施する行政評価の結果に基づき、事業量・事業費の見直しや、新たな事業の選定

を行います。 

 

【長期計画の施策の構成】 
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 (5) 長期計画の施策体系 

長期計画では、34の施策ごとに江東区をこのような「まち」にしたいと

いう「江東区の姿」を設定し、この目的を実現するために何をすべきかと

いう形で計画が構成されています。 

 そして、施策の目的を実現するための具体的な取り組み内容を、「施策を

実現するための取り組み（サブ施策）」として、表しています。さらに、そ

の「施策を実現するための取り組み（サブ施策）」の目的を達成するための

より具体的な手段が事務事業という三層構造がとられています。すなわち、

事務事業の積み上げが「施策を実現するための取り組み（サブ施策）」、施

策になるのではなく、施策や「施策を実現するための取り組み（サブ施策）」

の目的を達成するために事務事業が存在することから、この事務事業の見

直しや取捨選択を常に行っていく必要があるのです。 

 また、既に(4)のところで述べましたが、施策の目的の達成度を測るモノ 

サシとして、施策に「指標」が設定されています。これは、「江東区の姿」

や「施策を実現するための取り組み（サブ施策）」の目的を指標として数値

化することにより、施策の成果や進捗状況を区民に分かりやすく示すととも

に、多種多様な行政課題が山積する中で、施策の目標を明確にすることで事

業の優先化・重点化が可能になり、限られた財源・人・施設といった行政資

源を効果的に活用することができます。  

 

 

【指標の例：施策１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江東区長期計画 

≪施策が目指す江東区の姿≫ 

水辺の緑の帯と区内各所の緑が整備され、

ヒートアイランド現象を緩和する風の道

が確保されています。また、エコロジカル

ネットワークが形成され、自然と人とがと

もに支えあって生きています。 

数値化 ≪指標１≫ 

水辺と緑に豊かさを感じ

る区民の割合 

 現状値：78.2％ 

 目標値：85％ 

施策〔34〕

施策を実現する 
ための取り組み 
(サブ施策)〔95〕 

事務事業〔約900〕 

目的

目的手段

手段
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(6)  長期計画の進行管理と行政評価システム 

この３層の施策体系からなる長期計画の進行管

理を効果的に実施するため、江東区では平成13年度

より行政評価システムを導入しています。今回の長

期計画においても、引き続き、行政評価システムの

活用を図っていきます。 

具体的には、「施策」については、毎年度、各施

策の「指標」の達成状況等に基づき、施策の取り組

み状況を検証することにより、今後の方向性を定め

ていきます。  

 また、「事務事業」については、「施策を実現する

ための取り組み（サブ施策）」への貢献度等を視点

として、毎年度、全事務事業の評価を行い、次年度

の方向性を定めます。  
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２  行政評価システムの見直し（Ｈ22 年度実施） 

 

 

(1) 見直しの目的 

   本区の行政評価システム(行政評価制度)は、平成13年度にスタートし、平成13年度に約1,000

あった事務事業（一般会計）が平成 22年度には約 700事業となるなど、区政運営の効率化に寄

与してきました。 

一方で、職員自らが評価を行う内部評価のみの制度であったため、評価の客観性や透明性の確

保が不十分であり、また評価結果と予算編成の関係が不明確であるといった課題がありました。 

こうした課題へ対応するため、新たな長期計画のスタートに合わせ、行政評価システムの見直

しを実施することといたしました。 

 

 

(2) 主な改正点 

 

 ① サブ施策評価の廃止 

     サブ施策（「施策を実現するための取り組み」）評価については、サブ施策が施策の実質的

な中身となっていることから、施策評価の中に取り込むことにより、廃止しました。 

       

      
 

 

 

 

 ② 施策評価方法の見直し 

  (ア) 外部評価の導入 

      従来の内部評価に加え、公募区民・学識経験者等から成る外部評価委員会を設置し、行

政評価に客観的な視点を取り入れました。また、委員会を公開で実施することにより、評

価制度の透明性を高めています。 

 

  (イ) 内部評価に一次評価・二次評価を設定 

【一次評価】全施策について、主管部長による施策評価を行います。外部評価対象施策につい

ては、評価結果を外部評価委員会に提出します。 

【二次評価】一次評価・外部評価の結果を踏まえた、区の最終評価となります。二次評価は、

予算編成前に確定し、評価結果に基づき施策の実施のあり方の見直しを図り、必

要に応じて予算への反映を図ります。 

 

 

 施策評価 ― 事務事業評価 

 施策評価 ― サブ施策評価 ― 事務事業評価 従来 

新 
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 ≪見直し後の行政評価（施策評価）の流れ≫（23 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

≪評価者≫ 

施策…施策管理者（部長） 

サブ施策…サブ施策管理

者（課長） 

 

≪対象≫ 

全施策・サブ施策 

≪評価者≫  

施策の主管部長 

≪対象≫ 

 全施策 

内部評価（１次） 

≪評価者≫ 

  外部評価委員会 

 

≪対象≫（２年で全施策）

 ・22年度…18施策 

 ・23年度…19施策 

外部評価 
施策評価・サブ施策評価 

≪評価者≫ 区長 

（企画課長が原案を作成） 

≪対象≫ 全施策 

内部評価（２次） 

５

月 

 

 

 

 

 

６

月 

 

 

 

７

月 

 

 

 

 

８ 

月 

 

 

 

 

９

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

月 

経営会議を経て、庁議で確定 

長期計画推進委員会で検討 

企画課による内部ヒアリング 

旧 新 

企画課による内部ヒアリング
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③ 長期計画推進委員会の設置 

     副区長以下部長級職員を中心とした長期計画推進委員会を設置し、行政評価を含めた長期

計画の進行管理に関する意思形成過程の明確化を図りました。なお、本委員会の検討事項に

ついては、首脳部による経営会議(※)の審議を経た後、庁議において確定します。 

     ※経営会議…区政運営上の重要事項について首脳部による検討を行う会議体。22 年度より新たに設置。 

 

 ④ 「長期計画の展開」の発行 

     行政評価の結果や、主要事業の予定等を「長期計画の展開」として毎年度まとめ、長期計

画の進捗状況を分かりやすい形で区民へ公表していくこととしました。 
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３ 外部評価委員会について 

 (1) 構成   

  学識経験者 3名  評価経験者 4名  公募区民 6名  計 13 名 

   ※網掛けは 23年 6月からの新委員 

 

 ※評価経験者による小委員会を設置し、外部評価委員会で出された意見(評価)の調整等を行う。 

安　念 　 潤　司

木　村　　　乃

藤　枝　　　聡

大　塚　　　敬

桑　田　　　仁

牧　瀬　　　稔 法政大学大学院　兼任講師

山　本　　かの子

駒　田　　千代子

トーマス　　理　恵

町　田　　民世子

浦　田 　清　美 公募区民

山　口　　　浩

篠　田　　正　明

公募区民

立教大学総長室ＡＩＩＣ事務室・職員

公募区民

公募区民

公募区民

公募区民

学識経験者

学識経験者

山野美容芸術短期大学  非常勤講師

評価経験者

評価経験者

評価経験者

学識経験者

評価経験者
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティン
グ株式会社　主任研究員

中央大学法科大学院　教授

明治大学　特任准教授

芝浦工業大学　准教授

氏　　名 委員区分等 備　　　考
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 (2) 評価対象 

  長期計画に定める施策（「計画の実現に向けて」を含める） 

※2 年で全施策の評価を行う。22 年度は 18 施策、23 年度は 19 施策の評価を行うこと

とする。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 22、23 年度ともに、各基本施策に属する施策のうち、約半数を外部評価にかけることとする。 

 ・ 22 年度は、前長期基本計画から指標が継続している施策を優先的に選定することを基本とする。 

 ・ 各部において、22 年度と 23 年度の外部評価にかける施策数に極端な偏りがないように調整する。 

22、23 年度外部評価の対象施策選定基準 
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23 年度外部評価対象施策（19施策） ○で囲った施策 
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(3) 評価方法 

    一次評価として施策の主管部が事前に作成する施策評価シート及び事業概要一覧等に基づ

き、今後 5年間の施策の方向性等について評価を行う。 

 

 (4) 23 年度の変更点 

  ① 公募区民の追加募集 

     区民意見の反映を促進するため、区民委員３名の追加募集を行った（３名→６名）。 

  ② ヒアリング前の委員意見調整時間の設定 

     ヒアリング前 30分間に、委員意見調整の場を設ける。 

③ 全委員によるヒアリングの実施 

     班別のヒアリングに加え、「計画の実現に向けて②・③」は、各施策の推進の基礎となる

内容であるため、全委員によるヒアリングを行う。 

  ④ 事業概要一覧の使用 

     各施策を構成する事務事業を事業概要一覧としてまとめ、評価の際の参考資料として配布

する。 

  ⑤ 施策評価シートの様式変更 

     より効率的な評価を行うため、一次評価において「国・都などの方針・基準等に基づき実

施するため区の権限が限定的な事業」を記入する欄を設けた。 

 

(5) 実施方法（公開） 

  ① スケジュール（予定含む） 

     ●第 1回（4月 6日）  22 年度行政評価結果の報告 

     ●第 2回（6月 22日） ガイダンス 

     ●第 3回～6回（7月） ヒアリング 

     ●第 7回（8月 16日） 評価結果のまとめ 

     ●第 8回（24年 3月） 23 年度行評価結果の報告 

  ② ヒアリングの実施方法 

 外部評価にかかる所管部課長とのヒアリングについては、以下の要領で行う。 

 委員長を除く委員 12 名を３班に分け、担当する施策の評価を行う。なお、班分け及
び担当施策は以下の通りとする（委員長は、最終的な調整・取りまとめを行う。）。 

 「計画の実現に向けて②・③」のみ、全委員によるヒアリングを行う。 

班 委員名 担当する施策 事務局担当者

１班 

※ 大塚 敬 

桑田 仁 

町田 民世子 

篠田 正明 

2  身近な緑の育成 

3 地域からの環境保全 

29 住みよい住宅・住環境の形成  

31 便利で快適な道路・交通網の整備 

32 災害に強い都市の形成  

33 地域防災力の強化 

加納、藤田 
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２班 

※ 藤枝 聡 

牧瀬 稔 

トーマス 理恵 

山口 浩 

7 子育て家庭への支援 

10 地域や教育関係機関との連携による教育力の

向上 

15 環境変化に対応した商店街振興 

16 安心できる消費者生活の実現 

17 コミュニティの活性化 

20 文化の彩り豊かな地域づくり 

石塚、大久保

３班 

※ 木村 乃 

山本 かの子 

駒田 千代子 

浦田 清美 

12 健全で安全な社会環境づくり  

13 地域の人材を活用した青少年の健全育成 

22 健康づくりの推進 

23 感染症対策と生活環境衛生の確保  

25 総合的な福祉の推進 

小林、小菅 

       ※は班長   

 各班は、施策評価シート及び事業概要一覧等に基づき、所管部課長とのヒアリングを
行う。なお、施策評価シートは、ヒアリング前に各委員に送付する。 

 ヒアリングは、１回あたり２時間とし、公開で行う。 
        ※ヒアリング前の 30分間に、委員意見調整の場を設ける。 

 外部評価委員は、基本的には以下の視点に基づき評価を行う。 
       ≪外部評価委員の視点≫ 

● 施策の目標に対して、成果は上がっているか 

        ● 区民ニーズ・社会状況に対応した取り組みを展開しているか 

● 区民との協働、国・都・民間団体等との役割分担は適切か 

● 施策の総合評価（今後の方向性） 

 各委員は、ヒアリング終了後、概ね３日後までに外部評価シートを事務局まで提出す
る。 

   ③ 評価のとりまとめ 

各委員から提出された外部評価シートをもとに、各班の班長による小委員会で評価案（原

案）を作成の上、各委員に提示する。最終案は、第７回外部評価委員会において決定する。 

 

  

(6) 評価結果の取扱い 

    各所管で行う一次評価、外部評価を踏まえ、9 月に企画課で二次評価案をまとめ、長期計画

推進委員会、経営会議の審議を経て庁議で二次評価(区の最終評価)を確定する。評価結果は、予

算要求期限前に各所管へ送付する。各所管は、評価結果に基づき、施策の実施のあり方の見直

しを図り、必要に応じて予算への反映を図る。 

     

 

 

 




